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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同期増減率）


売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する


四半期純利益


百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％


2024年３月期第２四半期 29,200 △10.9 △449 － △379 － △478 －


2023年３月期第２四半期 32,765 7.8 717 △70.7 872 △59.5 △396 －


（注）包括利益 2024年３月期第２四半期 883百万円 （15.4％） 2023年３月期第２四半期 765百万円 （△56.0％）


１株当たり
四半期純利益


潜在株式調整後
１株当たり


四半期純利益


円 銭 円 銭


2024年３月期第２四半期 △50.03 －


2023年３月期第２四半期 △40.00 －


総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産


百万円 百万円 ％ 円 銭


2024年３月期第２四半期 91,188 38,715 37.8 3,600.55


2023年３月期 85,025 38,296 40.4 3,593.49


（参考）自己資本 2024年３月期第２四半期 34,457百万円 2023年３月期 34,346百万円


年間配当金


第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計


円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭
2023年３月期 － 40.00 － 40.00 80.00


2024年３月期 － 20.00


2024年３月期（予想） － 30.00 50.00


（％表示は、対前期増減率）


売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益


１株当たり
当期純利益


百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭


通期 62,000 △4.7 1,500 26.4 1,300 8.3 400 － 41.81


１．2024年３月期第２四半期の連結業績（2023年４月１日～2023年９月30日）


（２）連結財政状態


２．配当の状況


（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無


３．2024年３月期の連結業績予想（2023年４月１日～2024年３月31日）


（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：有
連結業績予想の修正につきましては、本日（2023年10月30日）公表いたしました「第２四半期連結業績予想と実績
との差異及び通期連結業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。







①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2024年３月期２Ｑ 10,684,321株 2023年３月期 10,684,321株


②  期末自己株式数 2024年３月期２Ｑ 1,114,306株 2023年３月期 1,126,227株


③  期中平均株式数（四半期累計） 2024年３月期２Ｑ 9,563,893株 2023年３月期２Ｑ 9,916,768株


※  注記事項


（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無


新規  －社  （社名）－、除外  －社  （社名）－


（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無


（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示


①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：無


②  ①以外の会計方針の変更                      ：無


③  会計上の見積りの変更                        ：無


④  修正再表示                                  ：無


（４）発行済株式数（普通株式）


※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です。


※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項


（将来に関する記述等についてのご注意）


　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると


判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業


績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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１．当四半期決算に関する定性的情報


（1）経営成績に関する説明


当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症による制限が緩和され、経済活動


の正常化が進みました。一方、長期化する地政学リスクや世界的な金融引き締めの影響による円安の進行により、


原材料・エネルギーコストの高止まりをはじめ様々な物価が上昇するなど、先行きは不透明な状態が続いておりま


す。


そのような環境のもと、当社グループでは主要分野の市況悪化、原材料・エネルギー上昇分の価格転嫁遅れなど


から、利益を圧迫する結果となりました。まずは、確実な利益確保のために適正価格への転換を進めます。さら


に、研究開発効率の改善と工場稼働率の向上、新規事業の収益化を加速させます。中期経営計画「FELIZ 115」計画


の修正値から2030年に向けた次期中期経営計画「SMART2030(仮)」の目指す姿に向かって、電子・情報、環境・エネ


ルギー、ライフサイエンスの重点３分野へ経営資源を集中投入し、収益構造を変革してまいります。


当第２四半期連結累計期間の業績としましては、『機能材料』セグメントの海外向け難燃剤が大きく落ち込んだ


ことにより、売上高は292億円（前年同期比10.9％減）となりました。


損益面につきましては、原材料・エネルギー価格の高騰や、『機能材料』セグメントや『電子デバイス材料』セ


グメントでの販売が大きく落ち込んだことにより、営業損失は４億49百万円（前年同期は７億17百万円の利益）、


経常損失は３億79百万円（前年同期は８億72百万円の利益）、親会社株主に帰属する四半期純損失は４億78百万円


（前年同期は３億96百万円の損失）となりました。


セグメントの業績は次のとおりであります。


＜界面活性剤＞


界面活性剤の売上高は、総じて低調に推移しました。


国内では、塗料・色材用途は堅調に推移しましたが、ＩＴ・電子用途、ゴム・プラスチック用途は低調に推移し


ました。石鹸・洗剤用途は大きく落ち込みました。


海外では、ゴム・プラスチック用途、塗料・色材用途は堅調に推移しました。


その結果、当セグメントの売上高は88億９百万円（前年同期比7.6％減）となりました。


営業利益は、売上が落ち込んだことに加え、原材料価格高騰の影響を受け６億21百万円（前年同期比31.3％減）


となりました。


＜アメニティ材料＞


アメニティ材料の売上高は、総じて低調に推移しました。


国内では、ショ糖脂肪酸エステルは食品用途が堅調に推移しましたが、セルロース系高分子材料はエネルギー・


環境用途が低調に推移し、ビニル系高分子材料はゴム・プラスチック用途が低調に推移しました。


海外では、ショ糖脂肪酸エステルは香粧品用途が堅調に推移しましたが、食品用途は低調に推移しました。


その結果、当セグメントの売上高は39億93百万円（前年同期比4.0％減）となりました。


営業利益は、売上高の落ち込みを営業経費の削減などによりカバーし75百万円（前年同期比29.6％増）となりま


した。


＜ウレタン材料＞


ウレタン材料の売上高は、総じて堅調に推移しました。


フロン規制に関連する環境配慮型の合成潤滑油は低調に推移しましたが、公共工事に関連する土木用薬剤は大幅


に伸長しました。


その結果、当セグメントの売上高は43億95百万円（前年同期比4.2％増）となりました。


営業利益は、原材料価格高騰の影響を受け１億96百万円の営業損失（前年同期は１億98百万円の損失）となりま


した。
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＜機能材料＞


機能材料の売上高は、総じて大きく落ち込みました。


国内では、光硬化樹脂用材料はＩＴ・電子用途が大幅に伸長しましたが、難燃剤はゴム・プラスチック用途が大


きく落ち込み、水系ウレタンは繊維用途が大きく落ち込みました。


海外では、光硬化樹脂用材料はＩＴ・電子用途が大きく落ち込み、難燃剤はゴム・プラスチック用途が大きく落


ち込みました。


その結果、当セグメントの売上高は92億31百万円（前年同期比19.9％減）となりました。


営業利益は、売上が大きく落ち込んだことに加え、原材料価格高騰の影響を受け４億７百万円の営業損失（前年


同期は２億48百万円の利益）となりました。


＜電子デバイス材料＞


電子デバイス材料の売上高は、総じて大きく落ち込みました。


ディスプレイ用途のイオン液体は堅調に推移したものの、太陽電池用途の導電性ペーストが大きく落ち込みまし


た。


その結果、当セグメントの売上高は26億13百万円（前年同期比15.5％減）となりました。


営業利益は、売上高が大きく落ち込んだことにより60百万円の営業損失（前年同期は１億52百万円の利益）とな


りました。


＜ライフサイエンス＞


ライフサイエンスの売上高は、前年同期と比べ84百万円減少し、１億57百万円（前年同期比34.8％減）となりま


した。


医薬品添加物や天然素材からの抽出物の濃縮化、粉末化による健康食品等の受託事業は低調に推移しました。


営業利益は、売上高が大きく落ち込んだほか、研究開発費を中心に営業経費が増加したことにより４億82百万円


の営業損失（前年同期は４億48百万円の損失）となりました。


2025年３月期には、ライフサイエンス事業の黒字化に目途を立てるべく、①2023年８月に発売を開始した中高年


の認知機能の一部である認知機能速度や視覚的な記憶力を維持するのに役立つ機能性表示食品「快脳冬虫夏草」を


中心とするBtoC、②カイコ冬虫夏草粉末やスダチ果皮エキスなど素材販売を狙ったBtoB、③グループ会社である池


田薬草の受託事業拡大などにより、事業の収益化を図ります。


（2）財政状態に関する説明


　（資産）


当第２四半期連結会計期間末における流動資産は504億26百万円となり、前連結会計年度末に比べ50億15百万円


増加しました。これは主に、商品及び製品などの棚卸資産の合計が16億26百万円減少したものの、現金及び預金が


61億30百万円、電子記録債権が４億25百万円増加したことなどによるものです。固定資産は407億61百万円とな


り、前連結会計年度末に比べ11億47百万円増加しました。これは主に、有形固定資産の合計が４億40百万円、投資


有価証券が８億円増加したことなどによるものです。


この結果、総資産は911億88百万円となり、前連結会計年度末に比べ61億62百万円増加しました。


　（負債）


当第２四半期連結会計期間末における流動負債は220億９百万円となり、前連結会計年度末に比べ13億69百万円


増加しました。これは主に、支払手形及び買掛金が９億５百万円減少したものの、短期借入金が11億61百万円、設


備関係未払金などのその他（流動負債）が11億59百万円増加したことなどによるものです。固定負債は304億64百


万円となり、前連結会計年度末に比べ43億75百万円増加しました。これは主に、長期借入金が45億64百万円増加し


たことなどによるものです。


この結果、負債合計は524億73百万円となり、前連結会計年度末に比べ57億44百万円増加しました。


　（純資産）


当第２四半期連結会計期間末における純資産合計は387億15百万円となり、前連結会計年度末に比べ４億18百万


円増加しました。これは主に、親会社株主に帰属する四半期純損失４億78百万円及び剰余金の配当３億82百万円な


どにより利益剰余金が８億60百万円減少しましたが、その他有価証券評価差額金６億30百万円、為替換算調整勘定


が３億46百万円、非支配株主持分が３億７百万円増加したことなどによるものです。


この結果、自己資本比率は37.8％（前連結会計年度末は40.4％）となりました。
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　（キャッシュ・フローの状況）


当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末と比べ


て61億27百万円増加し、151億79百万円となりました。


当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。


　＜営業活動によるキャッシュ・フロー＞


営業活動の結果、得られた資金は21億38百万円（前年同期は５億95百万円）となりました。これは、仕入債務の


減少８億42百万円（前年同期は11億40百万円の増加）などにより資金が減少したことに対し、棚卸資産の減少18億


５百万円（前年同期は12億33百万円の増加）、減価償却費16億３百万円（前年同期は16億75百万円）などにより資


金が増加したことによるものです。


　＜投資活動によるキャッシュ・フロー＞


投資活動の結果、使用した資金は10億９百万円（前年同期は13億20百万円）となりました。これは、有形固定資


産の取得による支出10億89百万円（前年同期は12億21百万円）などにより資金が減少したことによるものです。


　＜財務活動によるキャッシュ・フロー＞


財務活動の結果、得られた資金は48億26百万円（前年同期は44億55百万円の支出）となりました。これは、長期


借入金の返済27億３百万円（前年同期は29億４百万円）などにより資金が減少したことに対し、長期借入れによる


収入79億３百万円（前年同期は５億円）により資金が増加したことによるものです。


（3）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明


2024年３月期の連結業績予想につきましては、 近の業績動向を踏まえ修正いたしました。詳細につきまして


は、本日（2023年10月30日）公表の「第２四半期連結業績予想と実績との差異及び通期連結業績予想の修正に関す


るお知らせ」をご参照ください。
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（単位：百万円）


前連結会計年度
(2023年３月31日)


当第２四半期連結会計期間
(2023年９月30日)


資産の部


流動資産


現金及び預金 9,128 15,259


受取手形及び売掛金 15,105 15,172


電子記録債権 2,218 2,643


商品及び製品 13,131 11,718


仕掛品 16 19


原材料及び貯蔵品 3,489 3,273


前払費用 369 569


その他 1,956 1,774


貸倒引当金 △3 △3


流動資産合計 45,411 50,426


固定資産


有形固定資産


建物及び構築物（純額） 12,834 13,065


機械装置及び運搬具（純額） 4,650 5,972


工具、器具及び備品（純額） 800 1,003


土地 9,748 9,976


リース資産（純額） 2,338 2,177


建設仮勘定 2,369 988


有形固定資産合計 32,743 33,183


無形固定資産 341 328


投資その他の資産


投資有価証券 4,274 5,074


長期貸付金 14 14


長期前払費用 512 419


繰延税金資産 299 254


退職給付に係る資産 1,063 1,120


その他 371 371


貸倒引当金 △6 △6


投資その他の資産合計 6,529 7,248


固定資産合計 39,614 40,761


資産合計 85,025 91,188


２．四半期連結財務諸表及び主な注記


（1）四半期連結貸借対照表
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（単位：百万円）


前連結会計年度
(2023年３月31日)


当第２四半期連結会計期間
(2023年９月30日)


負債の部


流動負債


支払手形及び買掛金 9,972 9,066


電子記録債務 379 488


短期借入金 6,516 7,678


リース債務 474 479


未払費用 308 304


未払法人税等 232 192


未払事業所税 41 20


賞与引当金 712 616


その他 2,002 3,161


流動負債合計 20,639 22,009


固定負債


社債 6,000 6,000


長期借入金 17,348 21,913


リース債務 2,131 1,936


繰延税金負債 196 177


退職給付に係る負債 79 94


資産除去債務 74 74


その他 259 268


固定負債合計 26,089 30,464


負債合計 46,729 52,473


純資産の部


株主資本


資本金 8,895 8,895


資本剰余金 7,276 7,266


利益剰余金 19,250 18,389


自己株式 △2,488 △2,461


株主資本合計 32,933 32,089


その他の包括利益累計額


その他有価証券評価差額金 467 1,097


為替換算調整勘定 765 1,111


退職給付に係る調整累計額 180 159


その他の包括利益累計額合計 1,413 2,368


非支配株主持分 3,949 4,257


純資産合計 38,296 38,715


負債純資産合計 85,025 91,188
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（単位：百万円）


前第２四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日
　至　2022年９月30日)


当第２四半期連結累計期間
(自　2023年４月１日


　至　2023年９月30日)


売上高 32,765 29,200


売上原価 26,080 24,044


売上総利益 6,684 5,156


販売費及び一般管理費 5,967 5,605


営業利益又は営業損失（△） 717 △449


営業外収益


受取利息 4 2


受取配当金 50 64


持分法による投資利益 44 0


為替差益 169 130


その他 76 94


営業外収益合計 346 293


営業外費用


支払利息 90 123


社債利息 18 18


その他 81 81


営業外費用合計 191 223


経常利益又は経常損失（△） 872 △379


特別損失


固定資産処分損 42 40


減損損失 786 －


のれん償却額 137 －


特別損失合計 966 40


税金等調整前四半期純損失（△） △93 △419


法人税、住民税及び事業税 259 150


法人税等調整額 △230 △235


法人税等合計 29 △85


四半期純損失（△） △122 △334


非支配株主に帰属する四半期純利益 273 143


親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △396 △478


（2）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書


（四半期連結損益計算書）


（第２四半期連結累計期間）
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（単位：百万円）


前第２四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日
　至　2022年９月30日)


当第２四半期連結累計期間
(自　2023年４月１日


　至　2023年９月30日)


四半期純損失（△） △122 △334


その他の包括利益


その他有価証券評価差額金 29 630


為替換算調整勘定 829 639


退職給付に係る調整額 △23 △22


持分法適用会社に対する持分相当額 52 △29


その他の包括利益合計 887 1,217


四半期包括利益 765 883


（内訳）


親会社株主に係る四半期包括利益 159 476


非支配株主に係る四半期包括利益 605 406


（四半期連結包括利益計算書）


（第２四半期連結累計期間）
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（単位：百万円）


前第２四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日
　至　2022年９月30日)


当第２四半期連結累計期間
(自　2023年４月１日


　至　2023年９月30日)


営業活動によるキャッシュ・フロー


税金等調整前四半期純損失（△） △93 △419


減価償却費 1,675 1,603


のれん償却額 213 －


貸倒引当金の増減額（△は減少） △0 △0


退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △93 △67


受取利息及び受取配当金 △55 △67


支払利息 90 123


社債利息 18 18


持分法による投資損益（△は益） △44 △0


減損損失 786 －


固定資産処分損 42 40


売上債権の増減額（△は増加） △1,120 △333


棚卸資産の増減額（△は増加） △1,233 1,805


仕入債務の増減額（△は減少） 1,140 △842


その他 △245 384


小計 1,080 2,244


利息及び配当金の受取額 85 64


利息の支払額 △108 △142


法人税等の支払額 △461 △28


営業活動によるキャッシュ・フロー 595 2,138


投資活動によるキャッシュ・フロー


定期預金の預入による支出 △76 △78


定期預金の払戻による収入 77 79


有形固定資産の取得による支出 △1,221 △1,089


投資有価証券の取得による支出 △1 △1


関係会社出資金の払戻による収入 － 106


その他 △98 △26


投資活動によるキャッシュ・フロー △1,320 △1,009


財務活動によるキャッシュ・フロー


短期借入金の純増減額（△は減少） 327 341


長期借入れによる収入 500 7,903


長期借入金の返済による支出 △2,904 △2,703


リース債務の返済による支出 △267 △228


自己株式の取得による支出 △1,499 －


配当金の支払額 △458 △382


非支配株主への配当金の支払額 △152 △103


財務活動によるキャッシュ・フロー △4,455 4,826


現金及び現金同等物に係る換算差額 191 171


現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △4,989 6,127


現金及び現金同等物の期首残高 12,151 9,051


現金及び現金同等物の四半期末残高 7,161 15,179


（3）四半期連結キャッシュ・フロー計算書
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（4）四半期連結財務諸表に関する注記事項


（継続企業の前提に関する注記）


該当事項はありません。


（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）


該当事項はありません。
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（単位：百万円）


界面活性剤
アメニティ


材料
ウレタン材料 機能材料


電子デバイス
材料


ライフ
サイエンス


合計


売上高


顧客との契約から生じる収


益
9,534 4,158 4,218 11,518 3,093 242 32,765


外部顧客への売上高 9,534 4,158 4,218 11,518 3,093 242 32,765


セグメント間の内部売上高


又は振替高
－ － － － － － －


計 9,534 4,158 4,218 11,518 3,093 242 32,765


セグメント利益又は損失(△)


（営業利益又は営業損失）
904 58 △198 248 152 △448 717


（単位：百万円）


界面活性剤
アメニティ


材料
ウレタン材料 機能材料


電子デバイス
材料


ライフ
サイエンス


合計


売上高


顧客との契約から生じる収


益
8,809 3,993 4,395 9,231 2,613 157 29,200


外部顧客への売上高 8,809 3,993 4,395 9,231 2,613 157 29,200


セグメント間の内部売上高


又は振替高
－ － － － － － －


計 8,809 3,993 4,395 9,231 2,613 157 29,200


セグメント利益又は損失(△)


（営業利益又は営業損失）
621 75 △196 △407 △60 △482 △449


（セグメント情報等）


【セグメント情報】


Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　2022年４月１日　至　2022年９月30日）


１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報


　(注) 報告セグメント利益又は損失の合計金額と四半期連結損益計算書の営業利益は一致しております。


２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報


（固定資産に係る重要な減損損失）


当社のウレタン材料セグメントについては、前第２四半期連結累計期間において、原材料価格の高騰


に対する製品価格の是正活動及び新規開発活動が遅れたことにより、収益性が低下いたしました。これ


に伴い、当社のウレタン材料セグメントの資産グループに属する固定資産の帳簿価額を回収可能価額ま


で減額し、その金額を減損損失として特別損失に計上いたしました。


なお、当該資産グループの回収可能価額は使用価値により測定しておりますが、将来キャッシュ・フ


ローが見込めないため零としております。


（のれんの金額の重要な変動）


前第２四半期連結累計期間において、「連結財務諸表における資本連結手続に関する実務指針」（日


本公認会計士協会　 終改正2018年２月16日　会計制度委員会報告第７号）第32項の規定に基づき、ラ


イフサイエンスセグメントにおけるのれんを償却したことにより、のれん償却額137百万円を特別損失


に計上しております。


Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　2023年４月１日　至　2023年９月30日）


１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報


　(注) 報告セグメント利益又は損失の合計金額と四半期連結損益計算書の営業損失は一致しております。


（収益認識関係）


顧客との契約から生じる収益を分解した情報は、「注記事項（セグメント情報等）」に記載のとおりであります。
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1. 2024年3月期 第２四半期 連結決算







連結
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業績の概要（前期比較）
減収減益:販売の落ち込みに加え、原材料価格の高騰が利益を圧迫


減益


売上高 :海外向け難燃剤が大きく落ち込む


営業利益:原材料価格の高騰による収益性低下


減収


4


（単位:百万円）


前年同期比増減


金額 増減率


売上高 32,765 29,200 △ 3,565 △10.9%


営業利益 717 △ 449 △ 1,166 -


経常利益 872 △ 379 △ 1,251 -


親会社株主に帰属する
四半期純利益


△ 396 △ 478 △ 81 -


23/3月期
上期(4-9月)


24/3月期
上期(4-9月)







連結
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業績の概要（24/3月期1Q・2Q比較）
増収増益:価格転嫁の進捗及び経費削減により収益性改善


増益


売上高 :界面活性剤を中心とした値上げの進捗


営業利益:価格転嫁及びコスト削減


増収
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（単位:百万円）


増減


金額 増減率


売上高 13,884 15,316 1,432 10.3%


営業利益 △ 572 123 695 －


経常利益 △ 557 178 736 －


親会社株主に帰属する
四半期純利益


△ 477 0 476 －


24/3月期
1Q(4-6月)


24/3月期
2Q(7-9月)
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1,287
904


621


237


58


75


51


△ 198 △ 196


783


248


△ 407


361


152


△ 60


△ 272


△ 448


△ 482


2,447


717


△ 449
22/3月期


中間期


23/3月期


中間期


24/3月期


中間期


(△11%)


(2%)
(10%)


(32%)


(15%)


(52%)


(△62%)


(8%)


(126%)


(35%)
(21%)


(△28%)


9,063 9,534 8,809


3,858 4,158 3,993


4,234 4,218 4,395


9,391
11,518


9,231


3,632


3,093


2,613


207


242


157


30,387
32,765


29,200


22/3月期


中間期


23/3月期


中間期


24/3月期


中間期


(12%)


(30%)


(14%)


(13%)


(30%)


(1%) (9%)


(35%)


(13%)


(13%)


(29%)


(1%)


(9%)


(31%)


(15%)


(14%)


(30%)


(1%)


セグメント別構成比の推移


界面活性剤 アメニティ材料 ウレタン材料 機能材料 電子デバイス材料


売上高 営業利益 ( ):構成比


(百万円)


ライフサイエンス


7.8%


6


△ 10.9%
△70.7%
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数
量
効
果


値
上
げ
効
果


工
費
差


2024年3月期 第２四半期営業利益増減分析


7


営
業
経
費
差


＊原材料価格の高騰
による値上げ活動


＊販売活動及び研究開
発費などの経費削減


＊販売数量減少 ＊工場稼働率の改善に
よる経費圧縮


（百万円）
難
燃
剤
の
市
況
悪
化


＊難燃剤の市況悪化に
よる影響額







連結
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609
389


229


678


514


391


1,287


904


621


0
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1,200


1,500


22/3月期


中間期


23/3月期


中間期


24/3月期


中間期


1Q 2Q


4,395 4,567 4,287


4,668 4,967 4,521


9,063 9,534 8,809


0


3,000


6,000


9,000


12,000


22/3月期


中間期


23/3月期


中間期


24/3月期


中間期


1Q 2Q


セグメント業績 界面活性剤


1909年の創業以来、高機能界面活性剤を提供している事業です。


売上高 営業利益
（百万円） （百万円）
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5.2%


△31.3%


△7.6% △29.8%


売上高:総じて低調に推移
 塗料・色材用途:堅調に推移
 ＩＴ・電子材料、ゴム・プラスチック:


低調に推移
 石けん・洗剤用途:大きく落ち込む


売上高:総じて低調に推移
 塗料・色材用途:堅調に推移
 ＩＴ・電子材料、ゴム・プラスチック:


低調に推移
 石けん・洗剤用途:大きく落ち込む


営業利益:減益
 売上高の落ち込み
 原材料価格の高騰による影響


営業利益:減益
 売上高の落ち込み
 原材料価格の高騰による影響


石けん・洗剤用途IT・電子材料用途 塗料・色材


営業利益


売上高


マークの見方







連結
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中間期


24/3月期


中間期
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セグメント業績 アメニティ材料


生活環境において快適性を求める材料や周辺応用技術を提供している事業です。


売上高 営業利益
（百万円） （百万円）


9


7.8%


△75.3%


△4.0%


29.6%


売上高:総じて低調に推移
 食品用途:ｼｮ糖脂肪酸ｴｽﾃﾙは低調
 香粧品用途:ｼｮ糖脂肪酸ｴｽﾃﾙは海外堅調
 ｴﾈﾙｷﾞｰ・環境用途:ｾﾙﾛｰｽ系高分子材料は


低調に推移


売上高:総じて低調に推移
 食品用途:ｼｮ糖脂肪酸ｴｽﾃﾙは低調
 香粧品用途:ｼｮ糖脂肪酸ｴｽﾃﾙは海外堅調
 ｴﾈﾙｷﾞｰ・環境用途:ｾﾙﾛｰｽ系高分子材料は


低調に推移


香粧品用途 食品用途


営業利益:増益
 売上高の落ち込みを営業経費削減など


でカバー


営業利益:増益
 売上高の落ち込みを営業経費削減など


でカバー


エネルギー用途
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22/3月期


中間期
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24/3月期


中間期


1Q 2Q


セグメント業績 ウレタン材料


土木・建築材料、塗料、接着剤、電気絶縁材料などウレタン用原料を提供している事業です。


売上高 営業利益
（百万円） （百万円）


10


4.2%△0.4%


土木用薬剤:岩盤固結 合成潤滑油売上高:総じて堅調に推移
 IT・電子材料用途:低調に推移
 土木薬剤用途:大幅に伸⾧
 合成潤滑油:低調に推移


売上高:総じて堅調に推移
 IT・電子材料用途:低調に推移
 土木薬剤用途:大幅に伸⾧
 合成潤滑油:低調に推移


IT・電子材料用途


営業利益:営業損失
 原材料価格の高騰による影響
営業利益:営業損失
 原材料価格の高騰による影響
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セグメント業績 機能材料
家電製品や生活の必需品用途に、難燃剤、光硬化樹脂や水系ウレタン樹脂などの製品を
提供している事業です。


売上高 営業利益
（百万円） （百万円）
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△19.9%22.7% △68.3%


電子材料用途 プラスチック用難燃剤売上高:総じて大きく落ち込む
 電子材料用途:堅調に推移
 ゴム・プラスチック用途:難燃剤は


国内・海外共に大きく落ち込む


売上高:総じて大きく落ち込む
 電子材料用途:堅調に推移
 ゴム・プラスチック用途:難燃剤は


国内・海外共に大きく落ち込む


営業利益:営業損失
 売上高の大幅な落ち込み
 原材料価格の高騰による影響


営業利益:営業損失
 売上高の大幅な落ち込み
 原材料価格の高騰による影響
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セグメント業績 電子デバイス材料


家電や電子部品用途に、セラミックス材料などを提供している事業です。


営業利益
（百万円） （百万円）


売上高
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△57.9%
△14.8%


△15.5%


売上高:総じて大きく落ち込む
 太陽電池用途:導電性ペーストは大き


く落ち込む
 ディスプレイ用途:イオン液体は堅調


に推移


売上高:総じて大きく落ち込む
 太陽電池用途:導電性ペーストは大き


く落ち込む
 ディスプレイ用途:イオン液体は堅調


に推移


営業利益:営業損失
 売上高の大幅な落ち込み
営業利益:営業損失
 売上高の大幅な落ち込み


ディスプレイ用途太陽電池用途







連結


All Rights Reserved by DKS Co. Ltd.


103 123
89


103
118


68


207


242


157


0


100


200


300


22/3月期


中間期


23/3月期


中間期


24/3月期


中間期


1Q 2Q


△ 134
△ 230 △ 253


△ 138


△ 217 △ 229△ 272


△ 448 △ 482
△ 600


△ 400


△ 200


0


200


22/3月期


中間期


23/3月期


中間期


24/3月期


中間期


1Q 2Q


セグメント業績 ライフサイエンス
天然由来の健康食品、天然物からの抽出・濃縮・粉末化の技術を提供している事業です。


売上高 営業利益
（百万円） （百万円）


△34.8%


13


16.5%


売上高:前期と比べ84百万円減少
 カイコ冬虫夏草:堅調に推移
 健康食品等の受託事業:低調に推移


売上高:前期と比べ84百万円減少
 カイコ冬虫夏草:堅調に推移
 健康食品等の受託事業:低調に推移


営業利益:営業損失
 売上高の落ち込み
 研究開発費が先行


営業利益:営業損失
 売上高の落ち込み
 研究開発費が先行


健康食品等の受託事業冬虫夏草







連結


All Rights Reserved by DKS Co. Ltd.


連結比較貸借対照表の概要


14


（単位:百万円）


2023年
3月末


2023年
9月末


増減額
2023年
3月末


2023年
9月末


増減額


流動資産 45,411 50,426 5,015 流動負債 20,639 22,009 1,369


現預金 9,128 15,259 6,130 仕入債務 10,351 9,554 △ 796


売上債権 17,323 17,816 493 有利子負債 6,990 8,157 1,167


棚卸資産 16,637 15,011 △ 1,626 その他 3,297 4,296 998


その他 2,322 2,339 17 固定負債 26,089 30,464 4,375


固定資産 39,614 40,761 1,147 有利子負債 25,479 29,849 4,370


有形固定資産 32,743 33,183 440 その他 609 614 4


無形固定資産 341 328 △ 12 負債合計 46,729 52,473 5,744


投資・その他の資産 6,529 7,248 719 純資産 38,296 38,715 418


合　計 85,025 91,188 6,162 負債・純資産合計 85,025 91,188 6,162
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連結キャッシュ・フロー計算書の概要


15


（単位:百万円）


23/3月期
中間期


24/3月期
中間期


増減額


営業活動によるキャッシュ・フロー 595 2,138 1,543


投資活動によるキャッシュ・フロー △ 1,320 △ 1,009 311


財務活動によるキャッシュ・フロー △ 4,455 4,826 9,282


現金及び現金同等物に係る換算差額 191 171 △ 20


現金及び現金同等物の増減額(△は減少額) △ 4,989 6,127 11,117


現金及び現金同等物の期末残高 7,161 15,179 8,017
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2. 2024年3月期 業績見通し
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連結業績推移および予想


17


61,456 59,140
62,672 65,081


62,000


4,154
4,485


4,626


1,186 1,500


3,524


4,314 4,192


1,200 1,300
2,014


2,563 2,492


△ 407


400


△ 1,000


0


1,000


2,000


3,000


4,000


5,000


6,000


7,000


△ 10,000


0


10,000


20,000


30,000


40,000


50,000


60,000


70,000


20/3月期 21/3月期 22/3月期 23/3月期 24/3月期


（予想）
売上高 営業利益 経常利益 親会社株主に帰属する当期純利益


【売上高】 【利益】


（単位:百万円）
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当社を取り巻く環境(市況)


18


2024年
3月期状況分野


・販売台数は増加傾向
・サプライチェーン上の成型品の在庫過多は解消されつつある自動車・二輪


・ハイエンドサーバ用の需要が伸⾧情報通信
（５G）


・大型プロジェクトは、当社計画より遅延インフラ
（リニア新幹線）


・需要は回復傾向にある
・需給バランスは注視しつつも堅調な需要を見込むディスプレイ


・国内外ともに低調が続いている
・難燃剤は、サプライチェーン上の在庫過多は解消されつつあり、


底打ちから回復傾向にある
家電・住宅建材


（難燃剤）


①原材料・エネルギーコストの価格転嫁
②販売数量の増加
③工場稼働率アップによる工費単価の低減


具体的な対策
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セグメント 2023年3月期（実績） 2024年3月期（予想） 前期比増減


単位:百万円 上半期 下半期 通期 構成比
(%)


上半期
（実績）


下半期
（予想）


通期
（予想）


構成比
(%)


金額 増減率
(%)


界面活性剤 9,534 9,442 18,976 30 8,809 10,490 19,300 31 324 2


アメニティ材料 4,158 3,921 8,079 12 3,993 4,006 8,000 13 △ 79 △ 1


ウレタン材料 4,218 4,543 8,761 13 4,395 4,604 9,000 15 239 3


機能材料 11,518 11,056 22,574 35 9,231 10,768 20,000 31 △ 2,574 △ 11


電子デバイス材料 3,093 3,098 6,191 10 2,613 2,686 5,300 9 △ 891 △ 14


ライフサイエンス 242 255 497 1 157 242 400 1 △ 97 △ 20


合　計 32,765 32,316 65,081 100 29,200 32,799 62,000 100 △ 3,081 △ 5


セグメント別売上高予想
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セグメント 2023年3月期（実績） 2024年3月期（予想） 前期比増減


単位:百万円 上半期 下半期 通期 構成比
(%)


上半期
（実績）


下半期
（予想）


通期
（予想）


構成比
(%)


金額 増減率
(%)


界面活性剤 904 845 1,749 147 621 1,028 1,650 110 △ 99 △ 6


アメニティ材料 58 △ 59 △ 1 △ 0 75 324 400 27 401 -


ウレタン材料 △ 198 △ 49 △ 247 △ 21 △ 196 46 △ 150 △ 10 97 △ 39


機能材料 248 33 281 24 △ 407 807 400 27 119 42


電子デバイス材料 152 △ 13 139 12 △ 60 60 0 0 △ 139 △ 100


ライフサイエンス △ 448 △ 286 △ 734 △ 62 △ 482 △ 317 △ 800 △ 53 △ 66 -


合　計 717 469 1,186 100 △ 449 1,949 1,500 100 314 26


セグメント別営業利益予想
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減価償却費の推移
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設備投資額の推移
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研究開発費の推移
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業績予想・事業計画に関する注意事項


この資料には、当社の現在の計画や業績見通しなどが
含まれております。
それら将来の計画や予想数値などは、現在入手可能な情報
をもとに、当社が計画、予測したものであります。
実際の業績などは、今後のさまざまな条件、要素により
この計画などとは異なる場合があり、この資料は
その実現を確約したり、保証するものではございません。


第一工業製薬株式会社
広報ＩＲ部 ＩＲグループ
TEL: 03-3275-0654 E-mail: d-ir@dks-web.co.jp
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第一工業製薬株式会社
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2024年3月期 第２四半期
決算説明会資料


2023年12月4日
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本日のアジェンダ


1. 2024年3月期 第２四半期 連結決算 P.3


2. 短期の見通しと取り組み P.17


3. 中⾧期のシナリオ P.28


2
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1. 2024年3月期 第２四半期 連結決算







連結


All Rights Reserved by DKS Co. Ltd.


業績の概要（前期比較）
減収減益:販売の落ち込みに加え、原材料価格の高騰が利益を圧迫


減益


売上高 :海外向け難燃剤が大きく落ち込む


営業利益:原材料価格の高騰による収益性低下


減収


4


（単位:百万円）


前年同期比増減


金額 増減率


売上高 32,765 29,200 △ 3,565 △10.9%


営業利益 717 △ 449 △ 1,166 -


経常利益 872 △ 379 △ 1,251 -


親会社株主に帰属する
四半期純利益


△ 396 △ 478 △ 81 -


23/3月期
上期(4-9月)


24/3月期
上期(4-9月)
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業績の概要（24/3月期1Q・2Q比較）
増収増益:価格転嫁の進捗及び経費削減により収益性改善


増益


売上高 :界面活性剤を中心とした値上げの進捗


営業利益:価格転嫁及びコスト削減


増収


5


（単位:百万円）


増減


金額 増減率


売上高 13,884 15,316 1,432 10.3%


営業利益 △ 572 123 695 －


経常利益 △ 557 178 736 －


親会社株主に帰属する
四半期純利益


△ 477 0 476 －


24/3月期
1Q(4-6月)


24/3月期
2Q(7-9月)
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6


△ 10.9%
△70.7%
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数
量
効
果


値
上
げ
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第２四半期営業利益増減分析(23/3月期中間期比較)
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営
業
経
費
差


＊原材料価格の高騰
による値上げ活動


＊販売活動及び研究開
発費などの経費削減


＊販売数量減少 ＊工場稼働率の改善
による経費圧縮


（百万円）
難
燃
剤
の
市
況
悪
化


＊難燃剤の市況悪化
による影響額
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第２四半期営業利益増減分析(24/3月期1Q・2Q比較)
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＊原材料価格の高騰
による値上げ活動


＊販売活動及び研究開
発費などの経費削減


＊販売数量増加 ＊工場稼働率の改善
による経費圧縮


（百万円）
難
燃
剤
の
市
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悪
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＊難燃剤の市況悪化
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セグメント業績 界面活性剤


1909年の創業以来、高機能界面活性剤を提供している事業です。


売上高 営業利益
（百万円） （百万円）
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5.2%


△31.3%


△7.6% △29.8%


売上高:総じて低調に推移
 塗料・色材用途:堅調に推移
 ＩＴ・電子材料、ゴム・プラスチック:


低調に推移
 石けん・洗剤用途:大きく落ち込む


売上高:総じて低調に推移
 塗料・色材用途:堅調に推移
 ＩＴ・電子材料、ゴム・プラスチック:


低調に推移
 石けん・洗剤用途:大きく落ち込む


営業利益:減益
 売上高の落ち込み
 原材料価格の高騰による影響


営業利益:減益
 売上高の落ち込み
 原材料価格の高騰による影響


石けん・洗剤用途IT・電子材料用途 塗料・色材


営業利益


売上高


マークの見方
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セグメント業績 アメニティ材料


生活環境において快適性を求める材料や周辺応用技術を提供している事業です。


売上高 営業利益
（百万円） （百万円）
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7.8%


△75.3%


△4.0%


29.6%


売上高:総じて低調に推移
 食品用途:ｼｮ糖脂肪酸ｴｽﾃﾙは低調
 香粧品用途:ｼｮ糖脂肪酸ｴｽﾃﾙは海外堅調
 ｴﾈﾙｷﾞｰ・環境用途:ｾﾙﾛｰｽ系高分子材料は


低調に推移


売上高:総じて低調に推移
 食品用途:ｼｮ糖脂肪酸ｴｽﾃﾙは低調
 香粧品用途:ｼｮ糖脂肪酸ｴｽﾃﾙは海外堅調
 ｴﾈﾙｷﾞｰ・環境用途:ｾﾙﾛｰｽ系高分子材料は


低調に推移


香粧品用途 食品用途


営業利益:増益
 売上高の落ち込みを営業経費削減など


でカバー


営業利益:増益
 売上高の落ち込みを営業経費削減など


でカバー


エネルギー用途
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セグメント業績 ウレタン材料


土木・建築材料、塗料、接着剤、電気絶縁材料などウレタン用原料を提供している事業です。


売上高 営業利益
（百万円） （百万円）
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4.2%△0.4%


土木用薬剤:岩盤固結 合成潤滑油売上高:総じて堅調に推移
 IT・電子材料用途:低調に推移
 土木薬剤用途:大幅に伸⾧
 合成潤滑油:低調に推移


売上高:総じて堅調に推移
 IT・電子材料用途:低調に推移
 土木薬剤用途:大幅に伸⾧
 合成潤滑油:低調に推移


IT・電子材料用途


営業利益:営業損失
 原材料価格の高騰による影響
営業利益:営業損失
 原材料価格の高騰による影響
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セグメント業績 機能材料
家電製品や生活の必需品用途に、難燃剤、光硬化樹脂や水系ウレタン樹脂などの製品を
提供している事業です。


売上高 営業利益
（百万円） （百万円）
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△19.9%22.7% △68.3%


電子材料用途 プラスチック用難燃剤売上高:総じて大きく落ち込む
 電子材料用途:堅調に推移
 ゴム・プラスチック用途:難燃剤は


国内・海外共に大きく落ち込む


売上高:総じて大きく落ち込む
 電子材料用途:堅調に推移
 ゴム・プラスチック用途:難燃剤は


国内・海外共に大きく落ち込む


営業利益:営業損失
 売上高の大幅な落ち込み
 原材料価格の高騰による影響


営業利益:営業損失
 売上高の大幅な落ち込み
 原材料価格の高騰による影響
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セグメント業績 電子デバイス材料


家電や電子部品用途に、セラミックス材料などを提供している事業です。


営業利益
（百万円） （百万円）


売上高
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△57.9%
△14.8%


△15.5%


売上高:総じて大きく落ち込む
 太陽電池用途:導電性ペーストは大き


く落ち込む
 ディスプレイ用途:イオン液体は堅調


に推移


売上高:総じて大きく落ち込む
 太陽電池用途:導電性ペーストは大き


く落ち込む
 ディスプレイ用途:イオン液体は堅調


に推移


営業利益:営業損失
 売上高の大幅な落ち込み
営業利益:営業損失
 売上高の大幅な落ち込み


ディスプレイ用途太陽電池用途
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セグメント業績 ライフサイエンス
天然由来の健康食品、天然物からの抽出・濃縮・粉末化の技術を提供している事業です。


売上高 営業利益
（百万円） （百万円）


△34.8%
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16.5%


売上高:前期と比べ84百万円減少
 カイコ冬虫夏草:堅調に推移
 健康食品等の受託事業:低調に推移


売上高:前期と比べ84百万円減少
 カイコ冬虫夏草:堅調に推移
 健康食品等の受託事業:低調に推移


営業利益:営業損失
 売上高の落ち込み
 研究開発費が先行


営業利益:営業損失
 売上高の落ち込み
 研究開発費が先行


健康食品等の受託事業冬虫夏草
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連結比較貸借対照表の概要
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（単位:百万円）


2023年
3月末


2023年
9月末


増減額
2023年
3月末


2023年
9月末


増減額


流動資産 45,411 50,426 5,015 流動負債 20,639 22,009 1,369


現預金 9,128 15,259 6,130 仕入債務 10,351 9,554 △ 796


売上債権 17,323 17,816 493 有利子負債 6,990 8,157 1,167


棚卸資産 16,637 15,011 △ 1,626 その他 3,297 4,296 998


その他 2,322 2,339 17 固定負債 26,089 30,464 4,375


固定資産 39,614 40,761 1,147 有利子負債 25,479 29,849 4,370


有形固定資産 32,743 33,183 440 その他 609 614 4


無形固定資産 341 328 △ 12 負債合計 46,729 52,473 5,744


投資・その他の資産 6,529 7,248 719 純資産 38,296 38,715 418


合　計 85,025 91,188 6,162 負債・純資産合計 85,025 91,188 6,162
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連結キャッシュ・フロー計算書の概要
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（単位:百万円）


23/3月期
中間期


24/3月期
中間期


増減額


営業活動によるキャッシュ・フロー 595 2,138 1,543


投資活動によるキャッシュ・フロー △ 1,320 △ 1,009 311


財務活動によるキャッシュ・フロー △ 4,455 4,826 9,282


現金及び現金同等物に係る換算差額 191 171 △ 20


現金及び現金同等物の増減額(△は減少額) △ 4,989 6,127 11,117


現金及び現金同等物の期末残高 7,161 15,179 8,017
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2. 短期の見通しと取り組み
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連結業績推移および予想
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当社を取り巻く環境(市況)
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2024年
3月期状況分野


・販売台数は増加傾向
・サプライチェーン上の成型品の在庫過多は解消されつつある自動車・二輪


・ハイエンドサーバ用の需要が伸⾧情報通信
（５G）


・大型プロジェクトは、当社計画より遅延インフラ
（リニア新幹線）


・需要は回復傾向にある
・需給バランスは注視しつつも堅調な需要を見込むディスプレイ


・国内外ともに低調が続いている
・難燃剤は、サプライチェーン上の在庫過多は解消されつつあり、


底打ちから回復傾向にある
家電・住宅建材


（難燃剤）


①原材料・エネルギーコストの価格転嫁
②販売数量の増加
③工場稼働率アップによる工費単価の低減


具体的な対策
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セグメント 2023年3月期（実績） 2024年3月期（予想） 前期比増減


単位:百万円 上半期 下半期 通期 構成比
(%)


上半期
（実績）


下半期
（予想）


通期
（予想）


構成比
(%)


金額 増減率
(%)


界面活性剤 9,534 9,442 18,976 30 8,809 10,490 19,300 31 324 2


アメニティ材料 4,158 3,921 8,079 12 3,993 4,006 8,000 13 △ 79 △ 1


ウレタン材料 4,218 4,543 8,761 13 4,395 4,604 9,000 15 239 3


機能材料 11,518 11,056 22,574 35 9,231 10,768 20,000 31 △ 2,574 △ 11


電子デバイス材料 3,093 3,098 6,191 10 2,613 2,686 5,300 9 △ 891 △ 14


ライフサイエンス 242 255 497 1 157 242 400 1 △ 97 △ 20


合　計 32,765 32,316 65,081 100 29,200 32,799 62,000 100 △ 3,081 △ 5


セグメント別売上高予想
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セグメント 2023年3月期（実績） 2024年3月期（予想） 前期比増減


単位:百万円 上半期 下半期 通期 構成比
(%)


上半期
（実績）


下半期
（予想）


通期
（予想）


構成比
(%)


金額 増減率
(%)


界面活性剤 904 845 1,749 147 621 1,028 1,650 110 △ 99 △ 6


アメニティ材料 58 △ 59 △ 1 △ 0 75 324 400 27 401 -


ウレタン材料 △ 198 △ 49 △ 247 △ 21 △ 196 46 △ 150 △ 10 97 △ 39


機能材料 248 33 281 24 △ 407 807 400 27 119 42


電子デバイス材料 152 △ 13 139 12 △ 60 60 0 0 △ 139 △ 100


ライフサイエンス △ 448 △ 286 △ 734 △ 62 △ 482 △ 317 △ 800 △ 53 △ 66 -


合　計 717 469 1,186 100 △ 449 1,949 1,500 100 314 26


セグメント別営業利益予想
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減価償却費の推移
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設備投資額の推移
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研究開発費の推移
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３.中⾧期のシナリオ
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▍
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▍


✔


✔
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業績予想・事業計画に関する注意事項


この資料には、当社の現在の計画や業績見通しなどが
含まれております。
それら将来の計画や予想数値などは、現在入手可能な情報
をもとに、当社が計画、予測したものであります。
実際の業績などは、今後のさまざまな条件、要素により
この計画などとは異なる場合があり、この資料は
その実現を確約したり、保証するものではございません。


第一工業製薬株式会社
広報ＩＲ部 ＩＲグループ
TEL: 03-3275-0654 E-mail: d-ir@dks-web.co.jp
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創業年月
事業年度
定時株主総会
配当


単元株式数
発行済株式総数
お取扱窓口


お問合せ先


明治42年4月（1909年4月）
4月1日から3月31日まで
毎年6月下旬
期末配当金受領株主確定日 3月31日
中間配当金受領株主確定日 9月30日
100株
10,684,321株（2023年9月30日現在）


〒601-8391 京都市南区吉祥院大河原町5
TEL 075-323-5911  FAX 075-326-7356
https://www.dks-web.co.jp


株主メモ


〒168-8507  東京都杉並区和泉2-8-4
みずほ信託銀行(株) 証券代行部
ホームページ　https://www.mizuho-tb.
co.jp/daikou/index.html
フリーダイヤル 0120-288-324
（土・日・祝日を除く9：00 ～ 17：00）
電子提供制度専用ダイヤル 0120-524-324
（土・日・祝日を除く9：00 ～ 17：00）


上記みずほ信託銀行（株）までお問合わせ
ください。


東京証券取引所（証券コード4461）


証券会社等に口座をお持ちの場合、住所変更や
買取請求等株主さまの各種お手続きは、原則と
して口座を開設されている証券会社等経由で
行っていただくこととなりますので、ご利用の証
券会社等へご連絡をお願いいたします。
証券会社等に口座をお持ちでない場合（特別


口座の場合）、みずほ信託銀行（株）にてお取次
いたします。


未払配当金の
お支払


上場取引所


DKSレポート
（統合報告書）
はこちらから


当社は、京都発のニオイをキャンセルし
て消臭・除菌するスプレー「NIOCAN」
を発売しました。清潔で居心地の良い空
間を演出し、９つの天然精油の香りが、リ
ラックスや安らぎの瞬間を引き立てます。
アルコールフリーのため、家族やペット
がいる場所でも安心してご使用いただ
けます。


消臭・除菌スプレー


NIOCAN®
TOPICS


2


当社は、冬虫夏草由来成分を機能性関
与成分とする初めての機能性表示食品
「快脳冬虫夏草」を発売しました。カイ
コハナサナギタケ冬虫夏草に含まれる
新規有用成分「ナトリード®」は、中高年
の認知機能の一部である認知機能速
度や視覚的な記憶力を維持するのに役
立つことが報告されています。


機能性表示食品


快脳冬虫夏草®
TOPICS


1


公式オンラインストアよりご購入いただけます。


※「快脳冬虫夏草」、「NIOCAN」の商品およびロゴは、全て第一工業製薬株式会社の登録商標です。


https://dkslife.jp/merchandises


ニ オ キ ャ ン


ニ オ キ ャ ン


株主通信
2023年4月1日から2023年9月30日まで
2024年3月期 中間期


証券コード: 4461


革
新


F E L I Z  1 1 5 I N N O V A T I O N
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トップインタビュー


め工費単価を下げる。「底入れ」に注力し、通期で収益改
善を図ります。


「FELIZ 115」計画値の見直しについて
　2020年4月より実行してきた「FELIZ 115」計画は、
当社を取り巻く外部環境や注力分野の市況を考慮し、
実態に即した計画値に見直しました。計画最終年度
2025年3月期連結売上高700億円、同営業利益45億円
（営業利益率6.4%）です。
　2030年に向けた次期中期経営計画「SMART2030
(仮)」では、連結売上高1,000億円、同営業利益100億円
（営業利益率10.0％）、総資産回転率1.0回へ目標を定
めています。「FELIZ 115」最終年度までに、価格転嫁な
らびに収益力改善とともにライフサイエンス事業の黒


原点に立ち返り、研究開発型企業
として「FELIZ 115」計画の実現に
取り組んでまいります


代表取締役社長


字化に目途をつけます。そして、霞工場を中心とした現
有設備をフル活用し工場稼働率を最大限に高めます。
注力分野の設備投資を段階的に行い、2030年3月期に目
標達成をめざします。


研究開発体制の強化に向けて
　販売数量低下に歯止めをかけ、注力分野である電子・
情報、環境・エネルギー、ライフサイエンスで新たな開
発を達成するには、研究開発力をさらに強化する必要
があります。そのために、ヒト・モノ・カネを含めた経営
資源の再配分を実施します。
　また、新たに教育制度を整備し、人材育成も強化しま
す。同時に、研究部門が営業部門や代理店の皆さまと
タッグを組み、明確な目的のもと、お客さまの課題解決
やニーズに即した新たな研究テーマの開拓にも取り組
みます。お客さまや代理店の皆さまとのコミュニケー
ションを促進し、研究開発のスピード向上を図ります。
　人事評価の仕組みも変えていく必要があります。例え
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24/3月期


当社の原点である「研究努力」に立ち返り、研究
開発型企業として成長するための基盤づくりに
取り組み、中期経営計画『FELIZ 115』の実現を
めざしてまいります。


ば、将来に向けた新規の研究開発です。新規テーマは成果
が出るまでに時間を要するため、開発プロセスにおいて
も適切に評価がなされる仕組みが必要です。設備投資同
様、研究開発の先行投資も必須です。人件費を含め、かか
る費用や期間、その成果がもたらす利益などを「見える
化」して共有することで、適切な人事評価につなげます。


株主の皆さまへ
　当社の上半期の決算では、下方修正を余儀なくされ
ましたが、注力分野であるディスプレイ、半導体、自動
車関連などの市況は緩やかな回復基調にあります。霞
工場やグループ会社の四日市合成、台湾の晋一化工な
どの販売に動きが見え始めてきました。
　当社の原点である「研究努力」に立ち返って研究開発
力の強化を図るとともに、今後の成長に不可欠な基盤
づくりを着実に進めます。
　株主の皆さまには、より一層のご支援を賜りますよ
うお願い申し上げます。


事業を取り巻く状況と当社グループの
現状について


　当社の業績低迷の要因は、価格転嫁の遅れ、注力分野
（ディスプレイ、半導体、自動車など）の市況悪化、主要
顧客の需要低迷による販売数量減少、それに起因した
工場稼働率低下による工費負担増でした。その結果、
当上半期は連結売上高が29,200百万円（前年同期比
△10.9%）、同営業利益が△449百万円（前年同期比
△1,166百万円）という厳しい結果となり、通期業績見
通しを下方修正しました。
　業績回復に向けて、経費節減、コストダウンの自助努
力と並行し、実行すべき施策は3つです。第一に、原材
料・エネルギーコスト高の価格転嫁を着実に進める。第
二に、落ち込んだ販売数量を受託案件など獲得しなが
ら増加させる。第三に先行投資した工場の稼働率を高
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国内では、塗料・色材用途は堅調に
推移しましたが、ＩＴ・電子用途、ゴ
ム・プラスチック用途は低調に推移
しました。石鹸・洗剤用途は大きく落
ち込みました。海外では、ゴム・プラ
スチック用途、塗料・色材用途は堅
調に推移しました。


界面活性剤
事 業


売上高構成比


30.2%


売上高構成比


13.7%


■売上高 ●営業利益
（百万円） ショ糖脂肪酸エステルは食品用途が国


内では堅調に、海外では低調に推移し、
香粧品用途は海外では堅調に推移し
ました。国内ではセルロース系高分子
材料はエネルギー・環境用途が低調に
推移し、ビニル系高分子材料はゴム・プ
ラスチック用途が低調に推移しました。


■売上高 ●営業利益
（百万円）


事 業


アメニティ材料


フロン規制に関連する環境配慮型
の合成潤滑油は低調に推移しまし
たが、公共工事に関連する土木用薬
剤は大幅に伸長しました。


ウレタン材料
事 業


売上高構成比


15.1%


売上高構成比


31.6%


■売上高 ●営業利益
（百万円） 光硬化樹脂用材料のＩＴ・電子用途は


国内で大幅に伸長し、海外では大きく
落ち込みました。難燃剤は国内外で
ゴム・プラスチック用途が大きく落ち
込みました。水系ウレタンは国内で繊
維用途が大きく落ち込みました。


■売上高 ●営業利益
（百万円）


事 業


機能材料


△448


ディスプレイ用途のイオン液体は
堅調に推移したものの、太陽電池
用途の導電性ペーストが大きく落
ち込みました。


電子デバイス
材料


事 業
売上高構成比


8.9 %


売上高構成比


0.5 %


■売上高 ●営業利益
（百万円） 医薬品添加物や天然素材からの抽


出物の濃縮化、粉末化による健康
食品等の受託事業は低調に推移し
ました。


■売上高 ●営業利益
（百万円）


事 業


ライフ
サイエンス


23/3月期 24/3月期


242


157


23/3月期 24/3月期


3,093
2,613


9,534


23/3月期


904


8,809


24/3月期


621


4,158


23/3月期


58


3,993


24/3月期


75


23/3月期 24/3月期


11,518


248


9,231


△407
23/3月期 24/3月期


4,218


△198


4,395


△196


152


△60 △482


事業セグメントの概況（第2四半期累計）


売上高
29,200


営業外収益
293


営業外費用
223


特別損失
40


特別利益
—


法人税等
合計
△85


経常利益
△379


流動負債
流動資産


固定資産


固定負債


純資産


20,639


26,089


85,025 22,009


91,188
85,025


45,411


39,614


91,188


50,426


24/3月期


負債・純資産の部資産の部


連結貸借対照表 （百万円）


連結損益計算書 （百万円）


連結キャッシュ・フロー計算書 （百万円）


現金及び
現金同等物の
期首残高
9,051


営業活動による
キャッシュ・フロー


2,138


財務活動による
キャッシュ・フロー


4,826


現金及び
現金同等物の
四半期末残高
15,179


販売費及び
一般管理費
5,605


売上高
32,765


親会社株主に
帰属する


四半期純損失


営業利益
717


経常利益
872


親会社株主に
帰属する


四半期純損失
△478


売上原価
24,044


40,761 38,296 38,715


30,464


投資活動による
キャッシュ・フロー
△1,009


現金及び
現金同等物に
係る換算差額


171


営業利益
△449


24/3月期 中間期23/3月期 中間期


24/3月期23/3月期24/3月期23/3月期
中間期


非支配
株主に
帰属する
四半期
純利益
143


中間期 中間期


40,761 38,715


△396
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売上高
29,200


営業外収益
293


営業外費用
223


特別損失
40


特別利益
—


法人税等
合計
△85


経常利益
△379


流動負債
流動資産


固定資産


固定負債


純資産


20,639


26,089


85,025 22,009


91,188
85,025


45,411


39,614


91,188


50,426


24/3月期


負債・純資産の部資産の部


連結貸借対照表 （百万円）


連結損益計算書 （百万円）


連結キャッシュ・フロー計算書 （百万円）


現金及び
現金同等物の
期首残高
9,051


営業活動による
キャッシュ・フロー


2,138


財務活動による
キャッシュ・フロー


4,826


現金及び
現金同等物の
四半期末残高
15,179


販売費及び
一般管理費
5,605


売上高
32,765


親会社株主に
帰属する


四半期純損失


営業利益
717


経常利益
872


親会社株主に
帰属する


四半期純損失
△478


売上原価
24,044


40,761 38,296 38,715


30,464


投資活動による
キャッシュ・フロー
△1,009


現金及び
現金同等物に
係る換算差額


171


営業利益
△449


24/3月期 中間期23/3月期 中間期


24/3月期23/3月期24/3月期23/3月期
中間期


非支配
株主に
帰属する
四半期
純利益
143


中間期 中間期


40,761 38,715


△396


連結財務情報







特
　集


健康経営基盤がほぼ出来上
がった時期に、活動に参画し
ました。現在は、「ウォーキン


グイベント」やオリジナル体操を用
いた「体操キャンペーン」、健康アプ
リを活用した運動、食生活などのサ
ポートをしています。体操キャン
ペーンと健康アプリポイントを連携
させるなど、日々の取り組みに常に
新しい要素を取り入れ、従業員の皆
さんが自ら率先して継続していただ
ける活動を目指しています。


「健康経営®」は、NPO法人健康経営研究会の登録商標です。


設立当初から従業員の健康管理に積極的
に取り組んできた当社は、健康管理を経
営につなげる取り組みにチャレンジして
います。その現状を、健康管理・健康経営
業務を担う中核メンバーに聞きました。


健康経営®への取り組み


革 新
I N N O VAT I O N


小林 恵/保健師


当社健康経営の詳細については、「DKSレポート2023」P.33-35をご参照ください。
https://www.dks-web.co.jp/rc_pdf/rc2023m.pdf


福沢 郁子 髙橋 知子


健康経営の外部評価制度に
対する回答などを担当して
います。従業員の健康づくり


のための諸活動を企業経営につなげ
るため、当社では、会社設立以来構築
してきた健康管理基盤を土台に健康
経営戦略マップを策定しました。今
後はこのマップが実際に機能してい
るかをデータで分析・検証する計画
です。検証を通じ、従業員の皆さんに
健康経営の意義を一層ご理解いただ
き、最終目標の実践につなげたいと
考えています。


入社した頃は、目的や目標の
設定を含め、まだ健康づくり
活動の体系化がなされていま


せんでした。そこで、健康課題の分析
に基づき活動目標を明確にし、それに
沿った取り組みに着手しました。
当期から健康管理システムを導入し、
従業員の健康状態を全社統一の基準
で評価していきます。従業員の皆さ
んの健康づくり、ひいてはヘルスリ
テラシーの向上を実現すべく、デー
タに基づく新たなアプローチを手掛
けてまいります。


管理本部総務法務部総務グループの皆さん


健康経営銘柄2023
（4年連続選定）


DBJ健康格付2022
（6年連続最高ランク取得）


従業員の健康を維持・増進することで会社の生産性向上を、
ひいては企業価値の向上を目指します。この取り組みは、担
当役員の出席する会議体において結果の報告とそれに基づ
き策定された計画の承認を得ています。


小林 福沢 髙橋
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DKS Close-up
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会社概要・株式の状況（2023年9月30日現在）


会社概要
社名 第一工業製薬株式会社


創業 明治42年4月


設立 大正7年8月


資本金 88億9,520万円


従業員数 600名（連結1,119名）


事業所
●本店 ●名古屋支店 ●四日市工場 千歳地区
●本社・研究所 ●九州支店 ●四日市工場 霞地区
●東京本社 ●大潟工場
●大阪支社 ●滋賀工場


大株主一覧
株主名   所有株数（株） 持株比率（%)


日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 832,300 8.70


第一生命保険株式会社 613,400 6.41


株式会社みずほ銀行 427,000 4.46


株式会社京都銀行 417,000 4.36


DKS取引先持株会 371,800 3.89


朝日生命保険相互会社 339,400 3.55


第一工業製薬従業員持株会 319,856 3.34


株式会社日本カストディ銀行（信託口） 288,700 3.02


京都中央信用金庫 220,000 2.30


滋賀銀行 140,000 1.46


農林中央金庫 140,000 1.46


株主分布状況
株式数比率 株主数比率


金融機関 34.83% 0.27%


個人・その他 37.69% 96.15%


外国法人等 8.30% 1.47%


その他法人 6.78% 1.56%


自己名義株式 10.43% 0.01%


金融商品取引業者 1.97% 0.54%


（注） 1.当社は自己株式を1,114,306株保有しておりますが、上記大株主からは除外して
おります。


 2.持株比率は、自己株式を控除して計算しております。


取締役、監査役
役  職 氏  名 役  職 氏  名


代表取締役
会長 坂本 隆司 代表取締役


社長 山路 直貴


専務取締役 岡本 修身 取締役 清水 伸二


取締役(社外取締役) 谷口 　勉 取締役(社外取締役) 奥山 喜久夫


取締役(社外取締役) 橋本 克己 取締役(社外取締役) 中野 秀代


常勤監査役 大西 英明 常勤監査役 河村 一二


監査役(社外監査役) 髙橋 利忠 監査役(社外監査役) 中 　英也


配当金・配当性向の推移


20/3月期


■一株当たり配当金（円）
●配当性向（％）


21/3月期


35.00
（期末）


35.00
（中間）


35.00
（期末）


35.00
（中間）


22/3月期


35.00
（中間）


32.7


23/3月期※


40.00
（期末）


40.00
（中間）


24/3月期


30.00
（期末予想）


20.00
（中間）


45.00
（期末）


35.3
27.8


119.6


32.7


35.3
27.8


（注） 株主の皆さまへの利益還元の機会を充実させるため、2020年3月期より中間配当
を実施することといたしました。


※   親会社株主に帰属する当期純損失を計上したため、配当性向は記載しておりません。







創業年月
事業年度
定時株主総会
配当


単元株式数
発行済株式総数
お取扱窓口


お問合せ先


明治42年4月（1909年4月）
4月1日から3月31日まで
毎年6月下旬
期末配当金受領株主確定日 3月31日
中間配当金受領株主確定日 9月30日
100株
10,684,321株（2023年9月30日現在）


〒601-8391 京都市南区吉祥院大河原町5
TEL 075-323-5911  FAX 075-326-7356
https://www.dks-web.co.jp


株主メモ


〒168-8507  東京都杉並区和泉2-8-4
みずほ信託銀行(株) 証券代行部
ホームページ　https://www.mizuho-tb.
co.jp/daikou/index.html
フリーダイヤル 0120-288-324
（土・日・祝日を除く9：00 ～ 17：00）
電子提供制度専用ダイヤル 0120-524-324
（土・日・祝日を除く9：00 ～ 17：00）


上記みずほ信託銀行（株）までお問合わせ
ください。


東京証券取引所（証券コード4461）


証券会社等に口座をお持ちの場合、住所変更や
買取請求等株主さまの各種お手続きは、原則と
して口座を開設されている証券会社等経由で
行っていただくこととなりますので、ご利用の証
券会社等へご連絡をお願いいたします。
証券会社等に口座をお持ちでない場合（特別


口座の場合）、みずほ信託銀行（株）にてお取次
いたします。


未払配当金の
お支払


上場取引所


DKSレポート
（統合報告書）
はこちらから


当社は、京都発のニオイをキャンセルし
て消臭・除菌するスプレー「NIOCAN」
を発売しました。清潔で居心地の良い空
間を演出し、９つの天然精油の香りが、リ
ラックスや安らぎの瞬間を引き立てます。
アルコールフリーのため、家族やペット
がいる場所でも安心してご使用いただ
けます。


消臭・除菌スプレー


NIOCAN®
TOPICS


2


当社は、冬虫夏草由来成分を機能性関
与成分とする初めての機能性表示食品
「快脳冬虫夏草」を発売しました。カイ
コハナサナギタケ冬虫夏草に含まれる
新規有用成分「ナトリード®」は、中高年
の認知機能の一部である認知機能速
度や視覚的な記憶力を維持するのに役
立つことが報告されています。


機能性表示食品


快脳冬虫夏草®
TOPICS


1


公式オンラインストアよりご購入いただけます。


※「快脳冬虫夏草」、「NIOCAN」の商品およびロゴは、全て第一工業製薬株式会社の登録商標です。


https://dkslife.jp/merchandises


ニ オ キ ャ ン


ニ オ キ ャ ン


株主通信
2023年4月1日から2023年9月30日まで
2024年3月期 中間期


証券コード: 4461


革 


新
F E L I Z  1 1 5 I N N O V A T I O N



https://www.mizuho-tb.co.jp/daikou/index.html








